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総
務
省
指
導
に
よ
る
公
立
病

院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
、
地
域

医
療
崩
壊
の
危
機
が
叫
ば
れ
る

中
、
10
月
18
日
「
県
医
労
第
１
４

０
回
中
央
委
員
会
」
を
「
ホ
テ
ル

東
日
本
」
で
開
催
。

　
「
地
域
医
療
を
守
る
た
め
、
秋

年
末
闘
争
を
頑
張
ろ
う
」
と
の

佐
々
木
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
に

続
き
、
来
賓
と
し
て
岩
手
医
労

連
、
い
わ
て
労
連
、
政
党
か
ら
は

日
本
共
産
党
、
社
会
民
主
党
の
代

表
が
そ
れ
ぞ
れ
連
帯
の
挨
拶
、
民

主
党
か
ら
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

  

討
論
で
は
、
人
員
不
足
か
ら
年

次
が
取
れ
な
い
、
超
過
勤
務
が
書

け
な
い
な
ど
の
職
場
実
態
が
出

さ
れ
た
ほ
か
、
時
差
出
勤
拡
大
や

12
月
29
日
の
出
勤
問
題
、
36
協
定

な
ど
労
働
条
件
の
問
題
、
ま
た
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
対
す
る
取
り
組

み
で
は
、
チ
ラ
シ
配
布
や
医
療
懇

談
会
に
つ
い
て
の
発
言
が
各
支

部
か
ら
あ
り
、
中
央
委
員
会
の
方

針
で
団
結
し
て
い
く
こ
と
を
確

認
。
運
動
方
針
は
満
場
の
拍

手
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
別
決
議
は
、「
解
散
総

選
挙
で
国
民
本
位
の
政
治

の
実
現
を
」
と
二
戸
支
部
の

○
○
中
央
委
員
が
読
み
上

げ
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
医
労
は
各
支
部

の
積
極
的
な
取
り
組
み
に

よ
り
、
医
労
連
共
済
の
新
規

加
入
数
比
較
全
国
１
位
と

な
り
、
上
位
３
支
部
に
記
念

品
の
図
書
カ
ー
ド
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

10
月
17
日
、
ホ
テ
ル
東
日
本

で
情
勢
学
習
会
を
開
催
。最
初

に
中
央
社
保
協
の
山
田
稔
氏
が

「
後
期
高
齢
者
は
ど
う
し
て『
炎

上
』し
た
の
か
」と
題
し
、
講
演

し
ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
背

景
に
は
、
財
界
と
ア
メ
リ
カ
の

要
求
に
応
え
た
、
社
会
保
障
費

の
削
減
が
あ
り
、
危
機
な
の
は

財
政
で
は
な
く
、
政
策
で
あ
る

と
し
、「
国
民
の
怒
り
と
要
求
で

財
界
優
先
で
は
な
く
国
民
生
活

最
優
先
へ
変
え
よ
う
」
と
話
し

ま
し
た
。

次
に
「
公
立
病
院
改
革
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
と
そ
の
背
景
」
と
題

し
、
東
北
大
学
教
授
の
日
野
秀

逸
氏
が
講
演
し
ま
し
た
。公
立

病
院
の
赤
字
に
は
、
国
の
政
策

的
誤
り
が
根
本
に
あ
り
、
不
採

算
地
域
で
の
公
立
病
院
の
役
割

は
重
要
と
述
べ
、「
元
気
な
地
域

の
要
件
は
医
療
・
福
祉
。地
域

を
守
る
た
め
に
多
面
的
な
運
動

の
前
進
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」

と
話
し
ま
し
た
。

第140回 中央委員会第140回 中央委員会第140回 中央委員会

秋年末の闘争方針を秋年末の闘争方針を
　　　 満場一致で採択　　　 満場一致で採択
秋年末の闘争方針を
　　　 満場一致で採択
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催
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佐々木委員長の音頭で団結ガンバロウ

中央社保協の山田稔氏

東北大学の日野秀逸氏



2
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健
康
を
守
る
東
北
セ
ミ
ナ
ー

　

過
労
自
殺
や
過
労
死
そ
し
て

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
が
大
き
く
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
問
題
と

な
っ
て
い
る
現
代
。
働
く
も
の

の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
第
４

回
東
北
セ
ミ
ナ
ー
が
、
10
月
４

日
・
５
日
、
花
巻
温
泉
で
開
催

さ
れ
、
東
北
各
県
か
ら
約
80
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

  

記
念
講
演
で
は
、
大
船
渡
越

喜
来
診
療
所
長
で
産
業

医
の
佐
々
木
道
夫
医
師

が
、
職
場
で
の
精
神
疾

患
の
増
加
の
原
因
と
労

働
組
合
の
役
割
に
つ
い

て
わ
か
り
や
す
く
話
し

ま
し
た
。

　

翌
日
は
労
働
と
健
康

の
関
わ
り
や
、
六
ヶ
所

村
再
処
理
工
場
に
よ
る

三
陸
の
放
射
能
汚
染
な

ど
５
つ
の
分
科
会
が
行

わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
学
習

を
深
め
ま
し
た
。

　中高年に大人気の壮
年部集会。講演は「年金」
と、「悪徳商法対策」に
ついて。「看護師さんは
だまされやすい」の一
言に苦笑いをする場面

  

第
２
分
科
会
で
は
、
中
央
病

院
の
佐
々
木
由
香
医
師
が
女
性

は
男
性
の
２
倍
う
つ
が
多
い

等
、
性
差
医
療
の
必
要
性
に
つ

い
て
、
講
演
し
ま
し
た
。

　

９
月
24
日
に
行
わ

れ
た
会
議
に
は
７
支

部
・
本
部
12
名
が
参

加
。
東
京
社
会
医
学

研
究
セ
ン
タ
ー
理
事

の
佐
々
木
昭
三
氏
が
、

医
療
現
場
で
労
働
者
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
り
、

安
心
・
安
全
な
医
療
を
め
ざ
す
た
め
の
労
働
組

合
の
役
割
と
、
労
働
安
全
衛
生
活
動
の
重
要
性

に
つ
い
て
講
演
。
衛
生
委
員
会
を
形
だ
け
に
終

わ
ら
せ
な
い
こ
と
や
、
県
民
の
健
康
を
守
る
た

め
に
も
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
健
診
が
必
要

で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。

もありました。
　夕食交流会では、単
組の芸達者な組合員が
余興を披露し、みんな
でストレス解消。秋の
夜長を楽しみました。

一戸支部のみなさんの「一戸音頭」

講師の佐々木昭三氏

年金の講演をする
公文昭夫さん

○○○○さん
（南光）の踊り「鶏舞」

また明日からがんばろうまた明日からがんばろう
9/279/27～28岩手医労連第45回壮年部集会28岩手医労連第45回壮年部集会
また明日からがんばろうまた明日からがんばろう
9/279/27～28岩手医労連第45回壮年部集会28岩手医労連第45回壮年部集会
また明日からがんばろう
9/27～28岩手医労連第45回壮年部集会

衛生委員会担当者会議衛生委員会担当者会議衛生委員会担当者会議
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安
心
で
き
る
医
療
や
介
護
の

実
現
を
め
ざ
す「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
医

療・介
護
崩
壊
、増
や
せ
社
会
保

障
費
10
・
19
中
央
集
会
」が
東

京
・日
比
谷
公
会
堂
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　

日
本
医
労
連
な
ど
12
団
体
が

主
催
し
、全
国
か
ら
約
５
千
人
、

岩
手
か
ら
は
48
人
、県
医
労
か

ら
15
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

  

主
催
者
あ
い
さ
つ
し
た
田
中
千

恵
子
日
本
医
労
連
委
員
長
は

「
医
師
・
看
護
師
・

介
護
士
不
足
を

世
論
に
し
た
こ
と

が
こ
の
間
の
運
動

の
最
大
の
成
果

だ
」と
強
調
。「
い

ま
が
医
師
・
看
護

師
増
員
、介
護
報

酬
引
き
上
げ
の
絶

好
の
チ
ャ
ン
ス
。社

会
保
障
の
抜
本

的
改
善
を
求
め
る

運
動
の
先
頭
に
立

と
う
」と
決
意
を

語
り
ま
し
た
。

  

リ
レ
ー
発
言
で
は
、青
森
県
の

勤
務
医
が
、長
時
間・過
密
労
働

の
実
態
を
示
し
、新
潟
の
介
護

職
員
は
生
活
で
き
な
い
低
賃
金

を
告
発
。

　

パ
レ
ー
ド
で
は
白
衣
の
看
護

師
た
ち
が「
医
師・看
護
師
を
増

や
せ
」と
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

看
護
労
働
の
改
善
を
求
め

る
、「
看
護
労
働
と
夜
勤
に
関

す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
東

京
で
行
わ
れ
、
午
前
は
日
赤

看
護
大
学
学
部
長
の
川
島
み

ど
り
さ
ん
の
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。川
島
さ
ん
は
、「
看
護

の
原
点
に
立
ち
返
り
、
人
間

が
人
間
を
ケ
ア
す
る
こ
と
の

意
味
と
価
値
の
再
認
識
を
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と

し
、
医
師
不
足
を
看
護
師
が

肩
代
わ
り
す
る
こ
と
に
対
し

警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
し
た
。

夜
勤
シ
ン
ポ
で
は
、
４
名

の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
に
よ
る
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。労
働
科

学
研
究
所
の
佐
々
木
司
氏

は
、
夜
勤
交
代
勤
務
に
お
け

る
最
近
の
知
見
を
述
べ
、「
看

護
師
の
勤
務
は
労
働
対
象

（
患
者
）、
協
同
者
が
不
規
則

で
あ
り
、
昨
今
の
看
護
労
働

の
過
密
化
と
併
せ
、
看
護
師

の
安
全
・
健
康
、
生
活
リ
ス

ク
を
高
め
て
い
る
」と
し
、
夜

勤
に
よ
り
乳
ガ
ン
の
リ
ス
ク

が
高
ま
る
と
話
し
ま
し
た
。

看
護
師
が
働
き
続
け
ら
れ

る
職
場
に
す
る
た
め
に
も
、

看
護
師
確
保
法
の
改
正
を
求

め
る
署
名
に
ま
ず
自
分
か
ら

署
名
し
ま
し
ょ
う
。

シュプレヒコールをあげ銀座をパレード

自分の生活を大切に

働
き
続
け
ら
れ
る

働
き
続
け
ら
れ
る

    

職
場
に
す
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た
め
に

職
場
に
す
る
た
め
に

働
き
続
け
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れ
る

働
き
続
け
ら
れ
る

    

職
場
に
す
る
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め
に

職
場
に
す
る
た
め
に

働
き
続
け
ら
れ
る

  

職
場
に
す
る
た
め
に

医療・介護の危機救え医療・介護の危機救え
10.19中央集会に5000人!!10.19中央集会に5000人!!
医療・介護の危機救え
10.19中央集会に5000人!!
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　サンロクとか、サブロク協定などと称され
る、大事な労働協約（労働組合と会社、私
たちの場合は、医療局や病院と取り交わす
労働条件に関する約束文書）があります。
労働基準法（別記）では、原則として時間
外労働を禁止し、働く人を保護しています。
こうした法律がない時代は、女工哀史にあ
るように、12時間、14時間労働が当たり前で
した。
　戦前の工場法、そして今は日本国憲法第
27条を根拠に、労働基準法が制定されてい
ます。人間らしい労働条件とは、どういうも
のでしょうか。労働基準法では、最低限度
の労働条件として、それを定めています。そ
して、労働時間については、原則として「週
40時間」、「一日８時間」を「超えて労働さ
せてはならない。」（32条）としています。た
だし、例外として同法36条（別記）による時
間外労働に関する労働協約がある場合は、
その協約の範囲で時間外労働が認められ
る、という決まりになっています。
　医療局は、過去に協約を締結したもの
の、まったく守ろうとせず、県医労としては
締結を拒否しました。1983年のことです。
　現在、メンタル不全、過労問題が職場に
蔓延しています。サンロク協定がないなか
で、２重に違法な、不払いを含めると３重に
違法な状況が続いています。超過勤務問題
を労使の課題にし、長時間労働をチェック
していくものにするよう、現在、協約締結に
むけて交渉を進めています。今大事なこと
は、やった超過勤務はきちんと請求すること
です。

労働基準法
＊憲法27条に基づいて、労働者を保護するため
の最低限の労働条件を定めた法律

（労働条件の原則）
第１条　労働条件は、労働者が人たるに値する
生活を営むための必要を充たすべきものでな
ければならない。

２　この法律で定める労働条件の基準は最低の
ものであるから、労働関係の当事者は、この
基準を理由として労働条件を低下させてはな
らないことはもとより、その向上を図るよう
に努めなければならない。

（労働条件の決定）
第２条　労働条件は、労働者と使用者が、対等
の立場において決定すべきものである。

２　労働者及び使用者は、労働協約、就業規則
及び労働契約を遵守し、誠実に各々その義務
を履行しなければならない。

（時間外及び休日の労働）
第36条　使用者は、当該事業場に、労働者の過
半数で組織する労働組合がある場合において
はその労働組合、労働者の過半数で組織する
労働組合がない場合においては労働者の過半
数を代表する者との書面による協定をし、こ
れを行政官庁に届け出た場合においては、第
32条から第32条の五まで若しくは第40条の労
働時間（以下この条において「労働時間」と
いう。）又は前条の休日（以下この項において
「休日」という。）に関する規定にかかわら
ず、その協定で定めるところによつて労働時
間を延長し、又は休日に労働させることがで
きる。

その1
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新しい県立病院改革プランが密室で作成中

　９月県議会は、医療局の07年度決算の審査で
すが、一般質問、決算特別委員会では、来年度
からの新しい県立病院改革プランに関する質問
が多くありました。
　しかし、医療の低下はさせない、医師３人は
確保する、19床は守るなどとして強行された地
域診療センターに関しても、無床化を含めて検
討している、としています。
　そもそも、総務省が決めた公立病院改革ガイ
ドラインは、あくまで「強制ではない。指針
だ」と説明されてきましたが、医療局ではこれ
でプランを作らざるを得ない、という立場で、
病床利用率、赤字の解消などを計画しているよ
うです。県議会にも「まだ計画中」を理由に内
容を示さず、異常な対応を続けています。
　早急に、地域医療懇談会を開催し、住み続け
られる地域にするために、県立病院でこそ地域
医療を守ろうと呼びかけていくことが求められ
ています。

９月県議会で医療局長が答弁した内容

　今後も良質な医療を継続的に提供してい
くためには、こうした医師不足の状況や、
厳しい経営状況を踏まえ、新しい経営計画
を策定する必要があると考えている。
　さらには公立病院改革ガイドラインで、
一般会計からの繰り入れ後の黒字化や、３
年連続して病床利用率が70％未満の場合
の病床数の見直しが求められている。医療
局としては、引き続き県営医療として運営
していくという考え方のもとに、病院の病
床規模、診療所化、地域診療センターの無
床化などについて、各病院の診療体制、患
者の動向、経営状況などを総合的に勘案し
ながら検討しているところだ。
（http://rkh-iwate.cocolog-nifty.com/blog/）

他
の
病
院
に
回
さ
れ
て
し
ま

う
」「
と
な
り
町
の
病
院
に
行

く
の
に
も
交
通
費
が
か
か
り
大

変
」「
窓
口
が
委
託
に
な
っ
て

か
ら
対
応
が
悪
く
な
っ
て
い

る
。
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
で

や
る
気
が
で
な
い
の
で
は
」「
医

療
が
こ
こ
ま
で
酷
く
な
っ
て
い

る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。
も
っ

と
懇
談
会
を
行
っ
て
欲
し
い
」

「
将
来
に
向
け
て
運
動
し
て
い

き
た
い
」
等
、
色
々
な
意
見
・

要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
医
療
の
充
実
を

10
月
は
２
支
部
で
地
域
医

療
懇
談
会
を
開
催

　　

10
月
１
日
に
釜
石
市
で
、
14

日
に
は
一
戸
町
で
地
域
医
療
懇

談
会
が
開
催
さ
れ
、
公
立
病
院

改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
地
元
病

院
の
状
況
を
説
明
し
地
域
住
民

と
意
見
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

住
民
か
ら
は
、「
県
は
経
営

改
革
で
病
院
が
良
く
な
る
と

言
っ
て
い
た
の
に
以
前
よ
り
悪

く
な
っ
て
い
る
」「
地
元
の
病

院
に
行
っ
て
も
診
て
も
ら
え
ず

地域住民中心の参加で開催（釜石）

県病OBも多数参加（一戸）

地域医療より黒字めざす！地域医療より黒字めざす！地域医療より黒字めざす！地域医療より黒字めざす！地域医療より黒字めざす！
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10
月
２
日
、
女
性
部
長
会
議

が
国
保
会
館
で
開
催
さ
れ
、
17

支
部
・
本
部
25
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

会
議
で
は
、
支
部
交
流
と
今

年
度
の
ブ
ロ
ッ
ク
集
会
の
内
容

に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
、
午
後

は
佐
々
木
委
員
長
を
講
師
に
、

「
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

職
場
は
こ
ん
な
に
大
変

　

支
部
交
流
で
は
、人
事
考
課
、

電
子
カ
ル
テ
、
委
員
会
・
研
修

の
多
さ
、「
７
対
１
」「
10
対
１
」

看
護
、
早
出
・
遅
出
導
入
、
育

児
時
間
、
院
内
助
産
な
ど
、
心

身
共
に
す
り
減
る
よ
う
な
職
場

の
実
態
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
短
時

間
で
も
職
場
の
な
か
ま
が
集

ま
っ
て
、
元
気
に
な
れ
る
よ
う

な
取
り
組
み
を
し
た
い
と
い
う

意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
に
取
り
組
ま
れ
る
ブ

ロ
ッ
ク
集
会
に
参
加
し
、
仕
事

以
外
の
事
に
触
れ
て
、
自
分
を

取
り
戻
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　岩手医労連女性部の１年間の活動
の総括と、新年度の運動方針を決定
する定期大会が、10月９日、国保会
館で開かれました。
　討論では、「7：1看護」や時差勤務、
病棟閉鎖、メンタル不全の増加な
ど、深刻な職場の状況が各単組から
出されました。大会ではそのような
厳しい状況の中で、女性の地位向
上、権利拡大のために運動の輪を広
げていくことを確認し、閉会しまし
た。
　2008年度役員には、県医労から女
性部長に○○○○さん、委員に○○
○○さんが選出されました。岩手医労連女性部定期大会（10/9国保会館）

権利を守り、広げよう権利を守り、広げよう権利を守り、広げよう権利を守り、広げよう権利を守り、広げよう
岩手医労連女性部第22回定期大会岩手医労連女性部第22回定期大会岩手医労連女性部第22回定期大会

女性部長会議開催女性部長会議開催
　　　　ブロック集会の日程決まる　　　　ブロック集会の日程決まる
女性部長会議開催
　　　　ブロック集会の日程決まる

大変な時こそ集まろう大変な時こそ集まろう大変な時こそ集まろう大変な時こそ集まろう大変な時こそ集まろう

女
性
部
ブ
ロ
ッ
ク
集
会

南
部
ブ
ロ
ッ
ク
集
会

○
日
時　

11
月
29
日（
土
）

　
　
　
　
　
　

10
時
30
分
〜
14
時

○
場
所　

バ
ル
ー
ン
キ
ッ
ズ（
一
関
市
）

○
内
容　

マ
ジ
ッ
ク
バ
ル
ー
ン

女性部

（　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）
※

北
部
、三
陸
は
11
月
１
日（
土
）、中
部
は
11
月
８
日（
土
）

　

に
開
催
し
ま
し
た
。
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毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
フ

レ
ッ
シ
ュ
セ
ミ
ナ
ー
は
「
ホ
テ

ル
森
の
風
鶯
宿
」
で
10
月
22
〜

23
日
と
25
〜
26
日
の
各
２
日
間

の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
全
体
で

12
支
部
46
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

講
義
で
は
、
労
働
組
合
の
歴

史
や
重
要
性
、
労
働
者
に
保
障

さ
れ
て
い
る
権
利
な
ど
を
学
習

し
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
懇

親
会
で
は
楽
し
み
な
が
ら
交
流

を
深
め
、
心
身
共
に
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　

自
由
討
論
の
中
で
は
各
職
場

の
実
態
が
出
さ
れ
、「
７
対
１

に
な
り
年
次
が
取
れ
な
く
な
っ

た
」「
上
司
か
ら
の
圧
力
で
諸

権
利
が
使
え
な
い
」「
超
勤
を

書
け
な
い
雰
囲
気
が
あ
る
」「
先

輩
達
の
組
合
活
動
で
勝
ち
取
っ

て
き
た
権
利
を
無
く
さ
な
い
よ

う
に
し
た
い
」
な
ど
様
々
な
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
楽
し
か
っ

た
」「
ま
た
参
加
し
た
い
」「
も
っ

と
組
合
や
権
利
に
つ
い
て
知
り

た
い
」「
組
合
が
こ
ん
な
に
活

動
を
し
て
い
る
と
は
知
ら
な

か
っ
た
。
今
後
は
色
々
参
加
し

た
い
」
等
の
感
想
が
よ
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
組
合
や
権
利
を
学

習
し
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ま
で
で

き
る
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ミ
ナ
ー

に
、
参
加
し
た
こ
と
の
な
い
組

合
員
を
ど
ん
ど
ん
参
加
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

（
来
年
10
月
に
予
定
）

グループに分かれての自由討議

レクリエーションで楽しく交流

職場の状況を再現しながら
「権利について」の学習

懇親会でも気合い十分の
佐々木委員長

08年フレッシュセミナー開催08年フレッシュセミナー開催08年フレッシュセミナー開催

青年部
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医
療
局
が
強
行
す
る
24
時
間

保
育
。
当
局
は
女
医
さ
ん
の
確

保
が
目
的
だ
と
言
っ
て
お
り
ま

す
が
、
我
が
子
を
夜
預
け
て
ま

で
、
働
き
た
い
お
母
さ
ん
が
そ

う
い
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
が

…

。
こ
の
愚
作
に
よ
り
将
来
的

に
発
生
し
う
る
損
失
に
つ
い

て
、
決
定
さ
れ
た
当
局
の
ト
ッ

プ
の
方
々
は
身
銭
を
切
っ
て
く

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
自
分
た

ち
は
退
職
金
を
も
ら
っ
て
サ
ヨ

ー
ナ
ラ
で
は
困
り
ま
す
。

匿
名
支
部　

カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
と
い

う
の
は
本
当
に
必
要
な
も
の
で

し
ょ
う
か
。
報
道
等
を
見
て
い

る
と
高
齢
者
い
じ
め
の
よ
う
に

し
か
う
つ
り
ま
せ
ん
。
い
つ
の

日
か
自
分
も
そ
う
い
う
思
い
を

す
る
時
が
来
る
の
か
も
し
れ
な

い
と
思
う
と
恐
ろ
し
い
で
す
。

中
央
支
部　

コ
ス
モ
ス

入
職
し
て
十
数
年
。
だ
ん
だ

ん
と
患
者
様
や
そ
の
家
族
の｢

要
望｣

と
い
う
か
「
要
求
」
の

ハ
ー
ド
ル
が
高
く
な
っ
て
い
る

ナ
と
感
じ
る
秋
の
日
で
し
た
。

磐
井
支
部　

匿
名
希
望

ラ
ジ
オ
の
あ
る
Ｃ
Ｍ
で
が
ん

ば
っ
た
部
下
に
対
し
て
上
司
が

「
よ
く
や
っ
た
。
何
で
も
言
い

な
さ
い
」
と
話
す
と
、
部
下
は

「
休
み
を
下
さ
い…

」
と
一
言
。

あ
の
気
持
ち
よ
く
わ
か
り
ま

す
。
私
に
も｢

休
み
を
下
さ
い｣

大
船
渡
支
部　

エ
ア
グ
ル
ー
ヴ

先
日
、
娘
と
山
形
県
の
お
寺

巡
り
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
若

松
寺
は
縁
結
び
の
寺
で
有
名

で
、
娘
は
「
彼
氏
が
で
き
ま
す

よ
う
に
」
と
一
番
真
剣
に
手
を

合
わ
せ
て
い
た
。
祈
り
は
通
じ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

中
央
支
部　

ク
ッ
キ
ー
マ
マ

職
場
研
修
会
、
多
す
ぎ
ま
せ

ん
か
？
あ
ま
り
参
加
し
な
い
私

が
言
う
の
は
何
で
す
が
）
院
内

放
送
さ
れ
た
り
、
上
司
に
言
わ

れ
る
と
気
に
な
り
ま
す
よ
ね
。

胆
沢
支
部　

匿
名
希
望

９
月
号
の
懸
賞
パ
ズ
ル
「
ま
ち

が
い
は
七
つ
」
に
は
、
26
名
の
応

募
が
あ
り
、全
員
が
正
解
で
し
た
。

厳
正
な
る
抽
選
の
結
果
、
次
の
10

名
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
の
で
図
書

カ
ー
ド
を
贈
り
ま
す
。

当
選
者
（
敬
称
略
）

○
○
○
○
（
九
戸
支
部
）、
越

冬
カ
メ
虫
（
一
戸
支
部
）、
ま
ん

ぼ
う
、
コ
ス
モ
ス
（
以
上
、
中
央

支
部
）、
○
○
○
○
○
、
セ
ン
ト

ア
キ
（
以
上
、
胆
沢
支
部
）、
グ

ッ
タ
リ
プ
ー
（
磐
井
支
部
）、
○

○
○
○
（
南
光
支
部
）、
○
○
○

○
○
、大
船
渡
の
ポ
ニ
ョ
（
以
上
、

大
船
渡
支
部
）　

「
う
ち
は
大
丈

夫
だ
！
古
い
資
料

を
使
っ
て
、
ど
う

こ
う
言
わ
れ
る
の

は
心
外
だ
。今
は
、

病
床
利
用
率
も
七

〇
％
を
超
え
て
い

る
」。
一
〇
月
、

県
内
の
市
町
村
長
要
請
行
動
を

行
っ
た
際
、
あ
る
市
の
市
長
と

懇
談
し
た
時
に
出
て
き
た
言
葉

で
す
。「
医
師
に
な
る
予
定
の

者
を
あ
と
三
名
抱
え
て
い
る
」

▼
相
次
ぐ
診
療
報
酬
の
引
き
下

げ
、
医
師
不
足
、
売
り
上
げ
に

転
嫁
で
き
な
い
消
費
税
な
ど
の

た
め
、
厳
し
い
経
営
を
強
い
ら

れ
て
い
る
地
方
自
治
体
の
病

院
。
そ
の
市
長
は
、「
公
立
病

院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
何
す

る
も
の
ぞ
、
の
気
迫
で
、
病
院

を
守
る
意
気
込
み
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。
想
い
出
す
の
は
、
老

人
医
療
費
無
料
化
を
全
国
に
先

駆
け
て
実
施
し
た
、
旧
沢
内
村

の
深
沢
晟
雄
（
ま
さ
お
）
村
長

の
言
葉
で
す
。「
国
が
や
ら
な

い
の
な
ら
、私
が
や
る
。
国
は
、

必
ず
あ
と
か
ら
つ
い
て
く
る
」

▼
中
国
と
日
本
、
そ
し
て
、
岩

手
の
地
図
を
見
て
い
た
小
学
四

年
生
の
娘
が
、「
中
国
っ
て
広

い
ね
え
」。
私
「
そ
う
日
本
の

十
倍
も
二
十
倍
も
あ
る
よ
」。

娘
「
す
ご
い
ね
」。
私
「
岩
手

も
広
い
よ
。
県
立
病
院
は
全
国

で
一
番
多
い
ん
だ
」。「
ワ
ー
ッ
、

ス
ゲ
ェ
！
」。
素
直
に
感
激
す

る
子
ど
も
に
、
あ
ら
た
め
て
岩

手
の
県
営
医
療
の
意
味
を
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
▼
一
九
五
〇

年
、
広
い
県
土
に
津
々
浦
々
、

山
あ
い
の
村
々
に
く
ま
な
く
あ

っ
た
病
院
や
診
療
所
が
県
営
に

な
っ
た
の
は
、「
国
の
政
策
」

が
あ
っ
た
と
聞
き
ま
す
。
県
営

に
な
れ
ば
「
自
分
た
ち
の
病
院

で
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
」
と
多
く
の
県
民
が
、

当
時
、
危
惧
し
た
記
録
も
あ
り

ま
す
。「
医
療
」
が
そ
の
地
で

暮
ら
す
人
々
の
命
綱
で
あ
る
こ

と
は
、
昔
も
今
も
変
わ
り
あ
り

ま
せ
ん
。

9
月
号
パ
ズ
ル

月
号
パ
ズ
ル

9
月
号
パ
ズ
ル



○
ボ
ロ
儲
け　

あ
げ
く
に
損
す
り
ゃ　

税
金
か

 

（
ひ
が
み
っ
ぽ
い
人
）

○
ギ
ス
ギ
ス
と　

人
手
不
足
が　

人
間
利
害

 

（
聴
診
器
）

○
解
散
剣　

ち
ら
ち
ら
見
せ
る　

ア
キ
バ
系

 

（
あ
ほ
う
総
理
）

○
業
務
よ
り　

人
物
・
素
行
を　

評
価
す
る

 

（
考
課
者
）

○
国
を
見
る
？　

住
民
を
見
る
？　

岐
路
に
立
ち

 

（
改
革
漢
）

秋・年末闘争ワッペン
着用をしましょう！

─人事考課の自己評価はA以上で─

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
七
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
記
念

品
を
送
り
ま
す
。送
り
先
は

〒
０
２
０
│
０
０
２
３　

盛
岡

市
内
丸
11
│
１
、県
医
労「
懸
賞

パ
ズ
ル
」係
ま
で
。締
切
は
12
月

10
日（
必
着
）で
す
。ま
た
、抽
選

に
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ハ

ガ
キ
の
余
白
に
「
つ
ぶ
や
き
」

（
職
場
の
話
題
な
ど
何
で
も
）

を
、ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下
さ
い
。

県
医
労
新
聞
で
紹
介
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿
名
希
望

の
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
書
い

て
下
さ
い
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）。

た
だ
し
、当
選
し
た
場
合
は
、記

念
品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の

記
入
も
お
忘
れ
な
く
！

職
場
川
柳

14日（金）～16日（日）

 全厚労医療研全国集会（花巻温泉）

 日本平和大会（神奈川）

15日（土）～16日（日）

 日本医労連精神労組交流集会（和歌山）

21日（金） ボイラー対策委員会（勤労福祉会館）

22日（土） はたらく女性岩手県集会（県民会館）

22日（土）～23（日） 

 職制組合員集会（ホテル森の風）

29日（土） 女性部南部ブロック集会（一関）

29日（土）～30（日）

 日本医労連給食問題全国交流集会（熱海）

11月の予定

2日（火） 看護部会（水産会館）

11日（木）～12日（金）

 日本医労連春闘討論集会（熱海）

12日（金）～13日（土）

 日本医労連自治体病院労組交流集会（熱海）

13日（土） いわて労連評議員会（水産会館）

19日（金） 岩手医労連精神部会（いわて労連）

20日（土） 拡大闘争委員会（勤労福祉会館）

12 月の予定
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